
  

 平成３０年の初頭に 
校 長  秦   勉 

新年あけましておめでとうございます。 

平成も区切りの３０年です。飯南高校では生徒、職員ともに新たな気持ちで新年を迎えました。

３学期の始業式では、やり直しができるのは若者の特権であり、失敗を恐れずさらなる高みを目指

せ、常に日本そして世界に目をやって地元の良さを考えよ、という話をしました。 

本校を愛する全ての皆様にとって、本年が素晴らしい年になるようお祈りするとともに、本校の

教育活動に変わらぬご支援をいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

『生命地域学』の集大成として、３年１組の生徒が６月から課題研究

に取り組んできました。今年は「飯南町の現状をかえるには？」をメイ

ンテーマとし、８班に分かれて飯南町の課題を見つけ、解決策を考えま

した。１０月に行った中間発表会の反省点を踏まえ、取材や調査を重ね

て、最終発表会に臨みました。会場には、来年度課題研究を行う２年１

組の生徒も参加、さらに発表に至るまでにお世話になった地域の方々に

もお越しいただきました。 

 発表では、クイズ形式で観客の興味を引いたり、原稿を読むのではな

く自分たちの言葉で話したりするなど、中間発表と比べると、“伝える”

ことを意識した発表になっていました。また、来年度も継続して調査を

行ってほしいという思いを述べた班もあり、２年生が引き継ぎ、解決策

をさらに深めてくれることが期待されるテーマもありました。講師のＮ

ＰＯ法人カタリバの生田裕規氏からは、「テーマが大きくなり深堀りが

難しかったと思う。テーマ設定の部分をチームでしっかり話し合うこと

で研究がさらに良いものになったと思う。」と講評をいただきました。来

年度に活かしていきたいと思います。 

 

 

 この授業では、メインテーマに向けて、それぞれが考えた解決策を検

証しながら半年間研究を重ねてきました。様々な方に協力していただ

き、地域の現状や思いを聞く中で、生徒自身も地域への愛着を深めるこ

とができました。就職・進学後も、自分にできることを見つけ、地域に

貢献しようする気持ちを持ち続けてくれることを期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２６回しおかぜ駅伝が益田市で行われ、本校

から加治賢悟くん（２年）、黒角梨奈さん（２年）、

安部凌生くん（１年）が選手として参加しました。

この大会は、中学生から一般までの男女が島根県

内の市町村対抗でチームを編成するもので、３人

は「飯南チーム」として出場しました。飯南チーム

は全４０チーム中、２３位でした。ロードレース大

会や練習で好成績を収めていた３人は、チーム成

績に貢献することができました。 

ご声援くださった皆さん、ありがとうございま

した。 

第４１回全国選抜ハンドボール選手権大会県大会 

【１回戦】飯南 １９－１８ 松江南 

【２回戦】飯南 ２０－２２ 松江東 

【３位決定戦】飯南 ２５－９ 松江高専 

平成２９年度島根県高等学校学年別テニス大会 

【１年生の部】５名出場 

内川 夏々子  

【２年生の部】４名出場 

奥野 佳穂  ベスト８ 

 

第２１回島根県高等学校総合文化祭放送部門島根県大会 

【オーディオ・ピクチャー部門】  

「ＩＮＡＫＡイルミ」  

【アナウンス部門】 高田 侑奈  ５位 

 

平成２９年度島根県高等学校剣道新人大会 

【男子団体】１回戦 飯南 ０－１ 松江北 

【男子個人】２名出場 ２回戦までに敗退 

【女子個人】２名出場 ２回戦までに敗退 

今回は、私の地元である邑南町のイベントの取

材をし、その様子を番組にしました。 

 部員数も時間も少ない中での番組作りでした

が、見事目標にしていた全国大会の出場権を手に

入れることができて、とても嬉しいです。しかし、

課題はまだ残っているので、全国大会までにより

良い作品にできるように頑張りたいと思います。

全国大会の目標は、もちろん全国優勝です。 

この番組は、取材させていただいたたくさんの

方や、送迎をしてくれた家族、遅くまで番組制作

を一緒にしてくださった顧問の先生のお力添え

があってできた作品だと思います。支えてくださ

った多くの方に感謝しつつ、島根県の代表として

堂々と発表してきたいと思います。 

子育ての感動や家族への思いなどをきらりと光る

ひとことで表す【第１６回 ことのは大賞】（島根県

主催）に、全国から多数応募がある中、本校生徒の

作品が入賞しました！ 

最終発表会後は、来年度１８歳を迎える２年１組

の生徒が、主権者教育の一環として一番いい発表だ

ったと考えた班に投票を行いました。実際の選挙で

使われている記載台と投票箱を使用させていただ

き、選挙を身近に感じながら投票することができま

した。観客の皆さんの評価点と投票結果をもとに、

一番良い評価を受けた５班が、２月２日に行われる

ふるさとシンポジウムに参加します。小学生や中学

生と共に飯南町について考え、自分たちの意見を発

信してきます。 

１月１３日、１４日に行われるセンター試験に

向けて、３年２組の生徒は放課後の補習に加え、

年末の冬季補習や週末の模試に取り組んできま

した。 

面接や小論文の個別指導にも力を入れており、

推薦入学試験等で合格している生徒もいますが、

センター試験に向けても一丸となって向かって

いるところです。今まで積み重ねてきたことを十

分に発揮し、試験に臨んでほしいと思います。 

ボランティア活動を行いました 

 １１月２日、１２月１日にあかぎの里で窓ふき

や車いす掃除を行い、１１月１０日、１２月１５日

に来島保育所で絵本の読み聞かせを行いました。  

どちらの施設も飯南高校の近隣にあり、今後も継

続して行いたいと考えています。地域に貢献でき

る活動を続けていきたいと思います。 

そして、センター試験後も２次試験や私大受験に

向けて教職員全員でバックアップしていきたいと

思います。 

１班 「飯南町にＵ・Ｉターンの人を呼び込むためのＰＲ方法を提案」 

２班 「２０代～３０代の人口を増やす！！」 

３班 「飯南町の少子化を防ぐために子ども連れのＩターン者を増やす方法」 

４班 「わが町を美しく ～いいなんクリーニング～」 

５班 「国道５４号線沿いの道の駅周辺のゴミを減らす方法」 

６班 「『もりのす』を広めよう ～ＳＮＳを使って～」 

７班 「少子高齢化を防ぐために冬のツアーで町おこし！！」 

８班 「子連れ家族大移住計画 ～人口減少を防ぐために 

子育て環境に悩む方に移住してもらう方法を提案します～」 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５日（月）第３回人権週間（～９日） 

６日（火）人権・同和教育ＬＨＲ 

１４日（水）３年生出校日 

２０日（火）１・２年生学年末試験（～２４日） 

２２日（木）振替休業日（２／２４） 

３校合同クリスマスコンサートを開催しました 

毎年この時期に開催している飯南高校・赤来中学校・

頓原中学校の合同クリスマスコンサート。今年は、４月

から本校が交流を行っている広島県日彰館高校の吹奏

楽部の皆さんをゲストとしてお招きしました。 

 はじめに、各校の単独ステージを披露しました。日彰

館高校の皆さんの演奏はパフォーマンスも交え、とて

も見ごたえのある楽しいものでした。初の４校合同演

奏では、５０人以上の奏者となり、とても迫力のあるス

テージでした。演奏を通してお互いに刺激を受けると

共に、観客の皆さんからもパワーをもらったコンサー

トとなりました。雪の降る中でしたが、たくさんの方に

ご来場いただき、ありがとうございました。 

 学校だより月根尾１月号 平成３０年１月１８日発行     島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

２４日（土）出校日 

２８日（水）鵬雲会入会式・卒業式予行 

        ３年生を送る会 

 

３月 １日（木）卒業式 

全日本アンサンブルコンテスト島根大会 

【管弦７重奏】「クープランの墓より」 

【管打８重奏】「彩吹～ＩＢＵＫＩ～」 

壮行式を行いました 

年が明けてすぐに大会が始まるスキー部に向けて、

全校生徒でエールを送りました。キャプテンの河野一

希くんは、「インターハイ・国体に向けて、春～秋は走

り込みやトレーニングを重ねて鍛えてきました。一年

生は初心者もいますが、最後まで滑りきり、二年生は

昨年度よりいい結果を出して、悔いが残らないように

頑張ります。」と挨拶しました。 

島根県総合体育大会スキー競技アルペン 

【男子大回転】小玉 千陽（２年） 

       景山 瑛太（３年） 

【男 子 回 転】景山 瑛太（３年） 

       小玉 千陽（２年） ３位 

＊クロスカントリー競技は次号でお伝えします。 


